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２年次は，主体的に試行錯誤をするには，対話的な活動を通して自らの学びを自覚化する必要があ

ると考えた。そこで，「題材における学びの自覚を促す三つの視点」を基に題材を構想した。それに

より，自ら見いだしたよさや美しさを，友達や対象との対話を通して明らかになった学びの自覚を基

に，改めて問い直す姿が見られた。

３年次は，子どもが躍動して主体的に試行錯誤をするには，子どもが自己決定と自己実現を繰り返

して自ら見いだしたよさや美しさを追求する必要があると考えた。そこで「子どもに活動をゆだねる

授業構想の視点」を基に授業を行った。それにより，自分や友達の活動を振り返り，新たな活動でも

活用できる知識や技能を更新しながら，主体的に試行錯誤をする姿が見られた。

このような子どもたちが，さらに主体的で対話的な試行錯誤を繰り返す，深い学びの過程で学習す

るためには，図画工作科の授業の中で「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿を明らか

にする必要があると考える。

そこで，本年次は，生活や社会の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力の育成に向け，主体的

で対話的に試行錯誤をして造形的な活動に取り組むことができるよう，「見方・考え方」を働かせて

協働的に学ぶ子どもの姿に焦点を当て，主体的・対話的・深い学びを実現する授業改善にアプローチ

するものとして研究を進めていくこととした。

４ 研究内容

（１）図画工作科を学ぶ本質的意義と「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿

本校図画工作科において，生活や社会の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力の育成に向け，

以下のように，問題解決的な学習の過程における図画工作科を学ぶ本質的意義と，「見方・考え方」

を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿を捉えた。

① 図画工作科を学ぶ本質的意義

感じたことを基に，思いを膨らませ，試行錯誤をして具現化する活動を通して，自ら意味や価値

をつくりだすこと

図画工作科は，様々な対象や事象を感じ取る感性を重視する教科であり，知性と一体化して創造性

を育む重要なものとして捉えている。そのため，子どもが身の回りの材料に触れ，造形的な活動をし，

友達とのやりとりなどを通して「感じる」ことは，図画工作科の学習において基盤となる重要なこと

であると考える。

そして，自分が感じたことを基に，自分なりの思いを膨らませたり想像を広げたりして，実際につ

くったり，対象を深く見たり，自分の考えを言葉に表したりする活動が，図画工作科の基本的な学習

活動となる。自分なりの思いを具現化する中で，試したり，考えたり，失敗したり，友達と相談した

りして，つくったり見たりすることそのものが，図画工作科における資質・能力を育成する重要な学

びの過程であると考える。この学びの過程の中で，子どもが自分と対象や事象との関わりを深め，自

分にとって意味や価値をつくりだすことが，図画工作科の本質的な学びであると考える。

そのような図画工作科を学ぶ本質的意義を満たす授業を通して，資質・能力を育成した子どもは，

図画工作科の学習に留まらず，目的や目標の具現化に向けて，身の回りの様々な「ひと・もの・こと」

に意味や価値を見いだし，それらの意味や価値を組み合わせ，自己や他者，対象とやりとりをして，

具現化に向けた行動をとることができるようになると考える。そして，既存の価値や文化に触れると

ともに，日々の生活や，自分を取り巻く社会や世界に対しても，自分なりのよさや美しさを見いだし，

自分なりの見方や考え方をもって接することができるようになり，よりよく生きようとする豊かな情
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操が育まれると考える。

② 「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿

図画工作科は，作品や学習プリント等の成果物があるため，一般的に，題材に終末に，子どもの作

品の仕上がり具合や，記述内容のみで評価しがちである。しかし，これでは子どもの技能面や言語力

等の一面的な評価に過ぎないため，図画工作科における資質・能力の育成に資する評価としては十分

とは言えない。そこで，学習活動の中で資質・能力の活用・発揮を促し，図画工作科における資質・

能力を育成するためには，授業における学びの姿を形成的に見取り，子どもの学びの実態に応じて，

教師は価値付けたり促したりする必要がある。

図画工作科の学習活動における子どもの学びの姿は，つくったり，見たり，言葉に表したりする姿

で現れる。そのような姿の中で，授業を構想する上で大切な，図画工作科の「見方・考え方」を働か

せて協働的に学ぶ姿と，学習の過程との関係は以下のとおりである。

他者とのやりとりを通して，感じたことを基に，思いを膨らませ，試行錯誤して具現化している

他者とのやりとりを通して，感じたことを基に，思いを膨らませ，試行錯誤をして具現化する姿は，

題材の目標や本時のねらいに向かって変容する姿として現れる。活動の中で変容し続ける姿を教師が

形成的に捉えるためには，学びの姿を資質・能力や見方・考え方，協働などの側面から具体的に複数

想定する必要がある。そして，それらの姿が子どもの活動の中で相互に関連しながら連続して現れる

点に着目することによって，形成的に見取ることができると考える。

図２ 図画工作科の「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿と学習過程との関係
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子どもが，つくったり，見たり，言葉に表したりする中で，図画工作科の「見方・考え方」を働か

せて学ぶ姿は，以下の観点を基にして見取ることができると考える。

観点①からは，材料に触れたり，作品を様々な角度から見直したり，自分が体験したことを振り返

ったりしている姿として見取ることができる。

観点②からは，対象や事象を，形や色を基本として，大きさ，長さ，組合せ，バランス，配置，も

のの動き，質感，量感，奥行きなど造形的な活動を行う際の視点を意識してつくったり見たりする姿

として見取ることができる。

観点③からは，自己や対象とのやりとりを通して，材料や作品，出来事を，一般的な知識として捉

えるだけでなく，自分の体験を基にした実感や，明確に説明できない印象と結び付けている姿として

見取ることができる。

図画工作科の「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿は，これらの姿が，学習活動の中で，友

達や教師と，見合う，話し合う，相談する，手伝う，一緒に取り組むなどの姿と関連しながら，つく

ったり，見たり，言葉に表したりしている姿として現れる。また，このような協働的な学びを下支え

する姿として，チラ見，うなづき，つぶやき，真似などの姿も重要なものと考える。

（２）学習指導の工夫

子どもが自力での具現化の見通しをもち，具現化の方法を選択することができる課題の設定（ア）

図画工作科の学習において，子どもたちは，材料を目の前にするとすぐにつくり始めようとしたり，

自分で見付けた作品の特徴を友達や教師に伝えようとしたりする姿が多く見られる。このような姿か

ら，子どもたちは本来「自力で取り組んでみたい」や「自力でできることがうれしい」という思いを

図３ 図画工作科の「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿
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もっていることがうかがえる。このことから，「自力でできそうだ」と思わせるような活動の見通し

をもたせることが，主体的に活動に取り組むために大切であると考える。

また，子どもが思いを具現化する際，既習の知識や技能，生活経験の中から，具現化する方法を選

択し，必要に応じて方法を変えたり，組み合わせたりするときに，主体的に試行錯誤をして活動に取

り組む姿が多く見られる。例えば，木版画で彫刻刀で彫って絵に表す際，自分の表したい思いに合わ

せて，丸刀，三角刀，切り出しなどの彫り跡の特徴を考えながら彫刻刀の種類を選択したり，深さを

変えて彫ったり，同じ深さでリズミカルに彫ったりするなどの彫り方を選択したりしてつくる姿が，

思いを具現化するための試行錯誤をする姿であると捉えられる。このような姿は，教師が，彫刻刀の

基本的な使い方や特徴，安全面の指導などの必要な事柄について指導し，子どもの表したい思いに合

った彫り跡や彫り方については，子どもの選択を保障したときに多く見られる。このことから，ねら

いに応じた具現化の方法を子どもが選択できるよう，安全に関わることや教えなくては獲得できない

ことなどの教師が指導する場面と，自分なりの工夫を促すような子どもの選択を保障する場面を，具

体的に想定した上で，具現化の方法を選択することができる課題を設定することが，子どもの試行錯

誤を促す上で大切であると考える。

子ども同士の自然な協働を促す環境の設定（イ）

図画工作科の学習において，子どもたちは，思いを具現化する際に，具現化に向けた追求が一段落

付いたり，具現化が思ったようにいかずに追求が止まったりするときに，友達の活動の様子や作品を

見たり，意見を聞いたりする姿が多く見られる。この際，子どもの自然な他者への関心を妨げず，子

どもの必要に応じて，見回して友達の様子を見たり，友達と話したり，自由に出歩いて自分の次の活

動の見通しを得たりできる環境を設定することによって，子どもたちは，友達との自然な協働を通し

てつくったり見たりすることができる。このような環境を設定するに当たって以下の観点で設定する。

①子どもの自由な試みを，実際に試すことができる時間の確保

②自然に見合える場の配置

①は，授業の中で子どもの選択を保障する際，子どもの自由な試みを許容する必要がある。教師か

ら見ると実現性の低い試みであっても，子どもの自由な試みを許容する環境でなければ，子どもは感

じたことを基にした試行錯誤を繰り返さず，合理的な方法を効率的に得ようとする傾向が見られる。

このことから，子どもの学びに向かう子どもなりの試みを促す，失敗も許容する自由な雰囲気が，授

業の中に醸し出されることが必要である。そこで，子どもの自由な試みを，実際に試すことができる

時間を確保することが大切であると考える。

②は，子どもたちが具現化に向けた試行錯誤を繰り返すためには，子どもの小さな試みが成功する

ことを繰り返す必要がある。成功しているときは，子どもは自分の活動を続けることができるが，そ

の小さな試みがうまくいかないときや失敗したときに，成功につながる活動の見通し得る必要がある。

そこで，友達の活動の様子を見たり，同じ活動をしている子ども同士で自由に話し合ったりして，成

功につながる活動の見通しを得ることができるよう，互いの活動を自然に見合える馬蹄形や放射状に

机を配置したり，子どもの動線に考慮した場を配置したりすることが大切であると考える。
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具体例 ６年「どんな動きをするのかな」Ａ表現・工作に表す

子どもが，自力での具現化の見通し

をもち，具現化の方法を選択するこ

とができる課題の設定（ア）

「クランク機構を開発せよ」という課

題と条件を提示し，開発方法を子ども

が選択できるようにする

子どもが，友達との自然な協働を促

す環境の設定（イ）

①子どもの興味に応じたグループ編成

②必要に応じて出歩ける環境の設定

「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿

①感じたことを基にしている

・思い付いたことを試している，等

②造形的な視点で捉えている

・クランクの角度を机の角に当てて比

べている，等

③自分なりのイメージをもっている

・針金を曲げる際に「ペンチで挟む部

分の近くを持つと直角に曲げられそ

う」と発言している，等

協働的に学ぶ姿

・紙上開発グループや試作開発グルー

プに分かれて，活動の進め方が同じ友

達と一緒に学習に取り組んでいる，等

・考えたことや試して気付いたことを

友達と共有しながら，自分の活動をする，等

本題材における深い学びの姿

・「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿が，相互に関連し連続して見られる。

・多様なクランクの工夫が見られ，子どもの満足度が高い。

課題と条件

紙上開発グループ

次時の設計図

子どもが見付けたクランクをつくる上で大切なポイント

４連クランク 連動型クランク連動型クランク

試作開発グループ

協働する姿
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○子どもが，自力での具現化の見通しをもち，具現化の方法を選択することができる課題の設定（ア）

課題「自分なりの鑑賞方法を試しながら，長谷川等伯の松林図屏風の魅力に迫ろう」

○子ども同士の自然な協働を促す環境の設定（イ）

①子どもの自由な試みを，実際に試すことがで

きる時間の確保

②自然に見合える場の配置

子どもたちが必要に応じて作品や友達とやりと

りすることができる，自分なりの鑑賞方法を試

す場と考えを共有する場の設定

（２）学びの実際 抽出児…Ｍ

＜「であう」過程＞（第１時）

子どもたちは，今まで学習してきた鑑賞を振り返り，題材を通して，様々な感覚を生かして，感じ

たことや分析したこと，自分の経験や友達の考えなどを総合的に取り入れながら，自分なりのよさや

美しさを見付けることを確認した。そして，静かに自分一人だけで鑑賞し，初発の感想を学習プリン

トに記述した。教師が提示した作品に関する情報は作品名，作者，国宝の３点のみである。Ｍは，学

習プリントに「さびしい絵だと思った」「葉も偏っているし，霧も出ている感じ。後ろの方にある木

も葉の色がうすく見えて，隠れているように見える」等と記述した。

その後，教師が題材の大まかな流れを説明し，課題「自

分なりの鑑賞方法を試しながら，長谷川等伯の松林図屏風

の魅力に迫ろう」を提示した（図５）。子どもたちとどの

ような鑑賞方法が考えられるか話し合った後，自分の試し

てみたい鑑賞方法ごとに個人またはグループをつくり，鑑

賞方法の計画を選択した。子どもたちの考えた鑑賞方法は，

ジオラマ，模写，屏風制作，他の作品との比較，資料調べ

などがあった。Ｍは，７名のグループをつくり，友達と「余

白は霧ではないか」「松と松の影を描いているのではない

か」等と話し合いながら，影絵で表すことにした（図６）。

学習プリントに「形をつくって，影絵をやる」と記述した。

＜「ひろげる・あらわす」過程＞（第２・３時）

子どもたちは，授業のはじめに作品を見直し，考えを共

有する場に感じたことを紙に書いて貼った（図７）。

図５

図７

図６ ※○は抽出児Ｍ
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